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1.   発 端
Necydalis属の歴史やこの属のタイプ種およびその
指定について調べてみようと思い立ったのは, LINSLEY
(1963年)') が Mo1orchus 属のダイブ種の所で, 「Mo-
1ot chus と Necydalisのダイブ種は疑間で, 確定され
ていない」 と書いており, また CHEMsAK (1964年)2)
も Necydalisのタイプ種について同様に, 「Mo1orchus
とのダイブ種の疑間は解決されていない」 とあったから

で, 専門家が調べて不明ならば自分が調べて解決できる
とは思わないが,  どこが不明で決定できないのか知りた

いと考えて文献をあさりだした。昨年ちょうど10年目
に, はからずも多庫動物公国の高家博成氏より教えて般
いた文献により, 一応自分なりにある程度この間題が解
決できたと思っている。

Necydalis属の歴史を調べるということは, そのまま
ヵミキリの研究史を調べることの重要な一端を担うこと
にもなるので, 歴実.的に述べてみることにする。
まず, Necydatisとはどういう意味だろうか。小島主
三・ 林l王夫氏の原色日本.尾虫生態図鑑1 (l969年) には
ヵミキリの属の語源が非常によく入っているが,  ?Necy-
dalis の所は不明となっている。 MuLSANT (1839年)3)
によると, ギリシャ語1.1tX0δαλσζ(nek、,dalos) からで,
「綱を生産するカイコのサナギを示すために, アリスト

テレスにより使用された名前」 とある。

1-58年, LIN'NEはSystema Naturaeの第10版中で
この語を借用した4'が, この他Coleoptera, Dipteraも
アリストテレスが作った語を LINNEが採用した例であ
る。

2.   LINNE の属について

前にも書いたことがあるS)が, 1-58年にLINNEがNe-
cydalis属を設立した時, 彼はこれがヵミキリであると
は考えず, ハナノミ科 (Morde11a属) とハネカクシ科

KUsAMA, Keiichi:   Historical Review of Ne ydalis
(Ce ram bicidae) ( l )

- 1

(Staphylinus 属)  の間に置いた。  その時この属には
maJ'orとminorの2 種が含まれていた。 これらの種は
いずれもl 5S年以前から知られており, 名前もついてい

た。 これら2 種の LINNEの記般を訳してみると,
N maj'or:  通細は赤福色で斑紋はない,  触角は体

長より短い

ScBAEFFERモノグラフ l753, 図 l , 2
MI‘sca-CeramOy f m a j o r
ヨーロッパに産する

N minor:  通軸は黄褐色,  先端に白い繰状の紋,
触角は体長よ り長い

Fauna Svec 6) 69‘, Necydalis
通輔は.黄色で白い線模様
ScBAEFFERモノグラフ1753, 図6 , 7
Mt‘sca-Ce,-amby.r minor
ョ ー ロ ッ・、に産する

とある。 これで明らかなように, mine,の方はすでにス
カンジナビア地方のファウナを書いた第 l 報 ( l746年)6)
に入っており,  この に対して .Vec・_ydatisなる属名が
与えられているが,  major の方については何も記較さ

れていない。なお Muscaは現在,  イェバェの属名に用

いられている。 もちろんこれらl -5S年以前の文献は動物
界の分類学には引用されないのであるが, 1800年代後半

第1 図 Necydalis と Stenopterusの例
左: .Vecydaiis maJ'or LINNE
右 : Stenopterus rufus L INNE
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第 1 表 1767年に Necydai is に属していた種と現在の取り扱いについて

番
号

種 名 現在の科と属 備 考

64 1

64:2

613

l

2
3

4

5
6

8
9

10
11

maJ'o r
'n i 'to '-
umbe11ata,-um
c o e r lea
a t r a

r ufa
glaucesce,ts

_j lavescens
f)oda g,-a ria e
simp le.r

,-ev ico r,1zs

Necydalis
Mo1orchus
Mo1orchus
力ミキリモドキ科

Ste'1opter t S
Ste,topterus
Is th miade
力ミキリモ ドキ科

力ミキリモ ドキ科

力ミキリモ ドキ科

カミキリモドキ科?

本 の命名者は ScHREBER (1759)

現在の種名は ater
現在の種名は rufus
Leptura necydatea LINNE (l -58) のシ
ノ ニ ム

第2 表 Necydal is とその関連する属

著者 年代

LI NNE, 1'15S
〃 , 1767

FABRIcIUs, l775
〃

, 1792,  1801
SCHRANK, l ' 9S
ILLIGER, 1804
LATREILLE, 1804,  1807
LEACH, ISI5
CURTIS, IS24
L ATRE ILLE, 1829
STEPHENS, IS31
SERV ILL E, IS32
CURT IS, 1834
STEPHENS, IS39
WESTWOOD, IS39~ 40
MULSANT, 1839
「、1EWM AN, 18・10
WH ITE. 1855

C.G. THOMSON, 1859

J. THOMSON, 1860, 1864

MULSANT , 1862

FA IRMAIRE, 1864

LACORDAIRE, 1869

*   3 者とも Mo1orchus の亜属として記載された

** FAIRMAIRE (1864) が属として記載したもの.

1 の短結しているもの l 狭く細くな
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革間要一 : Necydalis 属の研究史( I )

での論争の所で出てくる。

1767年, LINNEはSystema Naturaeの第12版で,
NecydatisをLepturaの次に置くと同時に, 新たに9
種を追加した。 この追加された種の中では umbe uata-

r u m のみが翅 の短縮された従来と同じグループのも

ので, その他は翅報iの狭く細くなっている種であったた
め, その後の混乱を引き起す原因となった。 この追加さ
れた種を第1 表に示した。

3.   FABRICIUSの属について
FABRIcIus が1775年に彼の民虫の分類を発表した時,

L INNE の Necydalisが雑然としていたので, それを
整理して彼の Necydalisには翅輔が狭く細くなるグル
ープの種のみを入れた。そのためカミキリとしては, 現

在の分類で Stenopterus属に入っている rufaと atra
のみであった7'。
一方, 翅總の短縮された種に対しては,

Leptura abbrev iata (= "1ajor)
L. d im id iata ( =mi,for)
L. umbe l iatar um

として, 最初の LINNE の種名を採用しなかった。

l792年に Mo1orchus属を新設して ' , LePt t‘ra中の
上記3 種とオーストラリア産のvariegata (現在のHe-
sthesis) の4 極を含めた。そして major とminor を
それぞれ abbt-ev iata と dimidiataのシノニムとして
いる。

また, FABRIcIUs の Nee),,dalis の方は26種となっ
たが,  このうち現在ヵミキリと認められているのは,
No i l, atra; No.17, rufa; No.18, praeusta (現在
Stenopterus); No24, glaucescens (現在Isthmiade
r,ecydalea) の4 種で, 他はジョウカイポン科,  カミキ
リモドキ科などであった。

1801年の論文9) も以前と同じ意見で, 翅納の短縮した
Mo1orchus はやはり4 種と変化がないが, 狭く細くな

るグループの種を含むNecydalisの方は33種に增加し
ている。

4. Noel,dal is, Mote;rebusおよび
Stenolpterus 属の関係

今まで述べたように, Necydalisに対するLINNEの
定義の不確実さと, LINNEと FABRICIUS との間の最
初からの属の性格の速いが, その後の混乱と論争の原因
となった。 これを年代を追って眺めてみることにする。

1804年,  ILLIGER1o)  は翅總の狭くなっている種類に
Stenopterus なる新属を作り, rufus, ater  として

L INNEの rufa, at ra を含めたが, この属は1829年の

LATREILLE および1831年のSTEPHENSによって採用
されるまで, まったく無視されてしまった。

当時の主流を占めていたLATREILLEの分類は, l804
年' ') から

{ 總が非常に短い一 - - Mo1orchus
理 軸が難状である一 - - Necydalis

との意見を変えていない。 これに LEACH, CURTIS な
どのイギリスの昆虫学者も同意している。

第2 表に示したように, 1830年頃までは F ABRICIUS

や L ATREILLE の分類にしたがっていたことが判るo
Stenopterusが再認識されて後は, 短縮種にNecydaliS
を当てるか, Mo1orchus  にするか意見が分かれていた

が, 1840年頃までは現在の3 属は2 属にまとめる人が大
部分であった。

翻の短縮されている種類をさらに2 属に分けたのは
l839年のフランスの昆虫学者MULSANTが最初であ
る。 彼の分類の検索表を示すと,

' r触角は細長く  体と同じか ま た は長

1 l い。第3節は1第5 節と等しいか, または
・ 非常にl ほとんど等しい一ーーー一 Mo1orchuS
l短い l触角はずんく' り しており, 体長の%にほ

lぼ等しい。第3節は明らかに第5節より
順部の長さとほぼ同じ,  しか u i部の少し下か
ら i ,に狭くなり,  先端はとがり,  そしてその先

端の間は大きく開いている一 - - Ste,toPterus

このよ うにして3 属に分け, その中に含まれる種につ

いては, 第3 表に現在の学名と共に示した。

第 3 表 MULsANT (1839) の分類

l短し Necydal is

MULsANT l 現 在

M o1orcll t S
Dimid iatus; FAB.
Umbeuatorium; LINN

Necydalis
Maj'or; LINN.
Sa h'c is ;  DUPONT *

Stenop tert s
Rufus; LINN.
Pr aeustus ; FAB.
var. Ater; FAB.
Ustu latus ;  DEJ.

M otorcltus
m i n o r LI NNE
umbe11atar t‘m SCHREBER

Necydalis
u lmi CHEVROLAT

major LINNE
Stenopterus
ruf f‘s LINNE
(aterのシノニム)
ate r L INNE
(aterの変種)

*本文中 (112頁) ではこの学名を使用しているが, 付図 (pl.
1, fig. F)  の説明には, 本文でこの種のシノニムにしている
Mo1orchtts popul i BUTTER (Mag. E n t. Germer, 3, p .

245,  1818)  の方が かれている.  なお Sa lic is について
DUPONTの ii載は見あたらず, 現在ではSal icis MULRANT
として引用されている.

- 3 -
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一方,  イギリスの民虫学者 NEWMAN はフランスの

MuLsANTとはまったく別の解決法を1840年に示した。
彼は New Holland (オーストラリア) のカミキリを記

述するにあたって12),  新属 Heliomanes を作り,  これ

に H. sidus NEWMANなる新種を記載し, Necydalis
にも新種 N aur icomus NEWMAN を入れた。 そして
同じ年の別の雑誌'3) において次のように主張している。
「Hel iomanes  NEWMAN (1840) なる属は,  New

Holland からの新種 sidus を受け入れるために作られ

た属であるが,  タイプ種は H minor すなわち Necy
dalis ,m,lor LINNE である。 その他この属に追加され

る種としては umbe11atarum LI NNE で, 両者ともヨ
ロッパ,  イギリスに産する。  またアメリカ合衆国の.北
部に産する H. bimaculatus (Necydalis bimaculatus
SAY) もこの属に入るo

Necydal is は L INNE の著 の第l2版で性格が確定
された属で, LINNE は2 つの Section に分けているo
第1 のSectionはmaJ'or, mtnorおよびumbe11atarum
で,  第2 の Section は種々の He teromerous beet les

(異節の甲虫) を含んでいる。 FABRlcIUsはSystema
Eleutheratorum9)で,  何らの理由も記述せずに l 新属と

2 つの新名を作った (以下 Mo1orchus および abbre_
v i a t a と dimi diata などのことについて説明している
が,  このことはすでに前項の FABRIc IUs の所で述べて

いるので省略する)。
1840年に私 (NEWMAN) は属を分けて,   Necydalis
にはョー ロツパ産のmaJ'or L INNE をダイブ種とし,
2番目の1Eliとして New Hol land の N aur icomus を

追加する。」

結局のところ NEWMAN は Mo1orchus FABRICI US

は.iNecydalisのシノニムであり, そのためMo1orchu_
(現在我々 の使用している内容の属) に対して新属 bet
iomanes を提案したのである。 NEWMAN の主張は客
観的に見て正しいと思うし,  また2 つの属の性格もきち

っと記述しているが, 残念ながら現在の時点において考

えると 2 つの欠点を持っていたと思う。

( i ) 属のダイブ種の指定を, その新属を記述した論

文中ではなくて別の論文中で行なっているので, 現在の

命名法から考えると Heliomanesのタイプ種をminor
とすることはできず, sidus が monobasic でタイプ種
となる。

( ii )  彼が Necydalis の性格を記述した時に入れた
種 aur iconus は, その後別属であるとされたこと。

現在においての処理では Hel iomanesは Mo1orchus
のシノームとされているo また aurico,tusを AURIv I-
LLIUS ( l912) l4) は Hesthesis NEWMAN(1840) とし,

-  4

その後McKEowN(1945)ISI はProagapte MCKEOWN
( l945) (これは Agapete NEWMAN, 1845年の置換属
として提案された属) に移し, Tribeも Necydalini か
ら Bimi ini に変更した。
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屋久島産ホシハナノミ属の未記録種について
高桑 正敏* ・ 畑山 武一郎**

鹿児島県屋ク、島におけるハナノ ミ 科ホシハナノ ミ属と

しては, キポシハナノ ミ ・ オオキポシハナノ ミ ・ コモン

ホシハナノミの3 f dが報告されているが,  筆者らは次の
屋久島産3 を新たに記録しておく。
1. シラホシハナノ ミ

Hoshi11a,ta,to,ttia per lata SULZER

1 , 永田, :20. v-a.19(lll, Sugi、ama採集
1 , 小杉谷, 1「)~ IS. vi.1968, 酒并香採集
1 , 小杉谷, 20. vi.1968, 畑山武一郎採集

屋ク、島産は上記1 2 しか検していないので明ら

かとは言えないが, 北海道・ 本州・ 四国産と比較すると,
0 ともに l l節社iの形状を異にし,  また ケ'ニ タ リ ア に

も進いが認められる。

2. ウスキポシハナノ ミ

. - -osa1' CHUJ0 et NAKA、'E

1 , 宮之浦林道, 23. vi.1971, 畑山 一郎採集

l ?, 宮之浦林通,  6 . vi.19‘2, 長尾十常采集(写真)
上記 はオオキポシハナノ ミ の黒化個体にきわめて

似るが, 上趣基部の会合線に.出f色毛を持たないことと,
111節板がよりとがることで区別できる。 またこの は上

翅 部側方寄りに黄掲色の1ti跡的なやや丸い紋を持つ。
上記 は本州産ととくに差は見い出せない。
3. ニセキポシハナノ ミ

H kato i NAKANE et NOMURA

l , 宮之浦林道, 18. vi. l969, 畑山武一郎採集
1 , 宮之浦林道, 14. vi.1971, 小宮次郎採集

1 , 坪切山, 20. vi.1970, 入江平吉採集 (写真)

左
イ

ウ ス キ .・1- シハナ ノ ミ

ー セ キポ シハナ ノ ミ

報

4 4 , 宮之浦林道, 20~22. vi. l9- l, 畑山武

一郎採集

畑山の.1 0 -i はウスキポシハナノ ミ 1 ととも

に樹種不明の白色花上より得た。

末筆ながら上記の標本を 与され, 発表を快諾された

各氏に:感謝 中し上げる。
( 〒236 横浜i ll金沢区六浦町35一一)

**(〒606  京都市左京区高野竹屋町3‘  宮川方)
北海道苫小牧における

工ノ'アオタマムシの採集例
秋山 黄i fi

真写大

,

真

拡

写

端

体

組

全

上

上

ド

エゾアオタマムシ Eu;-_v-
t1ly,-ea eoa SEMENOWはァ
オタマムシ E tent‘i st r iat a

LEWIS  に似るが, 北海適の

みに産し, 後者の上翅端が=
fia状実起となるのに対して,
ェゾアオタマムシは一歯で終

わるので容易に区別できる。

少々 古い採集例ではあるが

ほとんど記録されていないた

めに, 採集者の清水昭平氏の

許可を得て発表する。

l ex., 苫小牧市水源地, 20.
vi. 1961, 清水昭平採集

同氏の語によると, 車むら

の上に止まっていたそうであ

る。 なお標本は筆者が保管している。

( 〒235-02  横浜市磯子区頻.下町1 -・i3)
マダラクワガタの採集例と食樹に関する一知見

藤m

マダラクワカ'タ Ac・salus asi aticusLEWISは本州で
は中山特こ見られ,  日本全土に分布するが個体数の少な
い手重 とされている (朽木中からはまとまって採集される
こともある)・ 、

本l,重の採集例と. 食樹に関しての一一知見を知り得たの

でここに報告する・
l ex., 束京部下奥多 川乗谷, 9. vi. 196S・ 郷速採集

そだのビーティングによる。

1 ex., 静岡l! '伊 速等_山, l:2. iv. l969材採集, ・1. iv・
19-1 羽化脱出(東京都内), 宮原適則採集。

タンナサワフタギの枯木より羽化脱出したとのこと。

管是 ( l9,1. 高細半島のマダラクワガタ, Ishizuchi 2
111) による愛 県下の記録ではサクラおよびカェデ・ ミ

5 -
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ズキと思われる朽木中などよ り採集されているが, おそ

らく広葉樹の朽木であればかなりの雑食性を示すもので

あろう。 大沢昭夫氏もやはり違笠山のタンナサワフタギ

より本種を l ex. 羽化脱出させている。

末筆ながら, 標本を恵与され, 発表を許された郷速・

宮原道則両氏に感謝する。

(〒110  台東区台東2-29-6)

四国におけるマメクワガタの記録

小笠原 隆

マ メ ク ワ ガタ Fz'g“ft‘s pl‘n-
ctatus WATERHOUSEの分布
は伊豆諾島御蔵島および九州以

南とされ, 四国における記録は

まだないようなのでここに報告

しておく。

1 ex., 高知県足招山甲, 12. vi.
1969, 中山紘一採集保管

l ex., 高知県長岡郡大豊町穴

内, 9. vi. 1973, 小笠原隆採
集, 藤田宏保管 (写真)
足摺岬のものは朽木上にて。

また穴内のものはチップ工場の貯木場の材上よ り得られ

たo
なお, 貴重なデータを提供して下さった中山紘一氏に

感謝する。

(〒780  高知市西一泉寺420-19)

四国の力ミキリ 5 種

小笠原 隆* ・ 松村 英一 * *

者らはl972年, 四国において興味深いと思われる次
の5 種のカ ミキリを採集したので報告する。

1. トゲウスバカ ミキリ

Megopts m omca M ATSUSHITA

1 6, 高知県長岡郡本山, 4.vi.1972, 小笠原保管

市内の小学生より。 林の中の樹上で採集とのこと。

2. ヒケ'ジロホソコバネカミキリ
Necydal is odai HAYAsHI

l , 徳島県剣山, 30. vi. l972, 松村英一採集

夫婦池付近の結枝のビー ティングで得られた。
3 . トガリバホソコパネカミキリ

iNecydalis formosana KANO
3 1 ・  高知県土佐郡土佐山村工石山

2. vi. 1972, 小笠原隆・ 松村英一採集

これらはすべて,  1 本のハイノキ (サワフタギ科) の
立枯れより得られたが, 本州・ 九州においては, タンナ

サワフタギ・ サワフタギの立結れより得られ, また羽化

脱出している。ハイノキはおもしろい記録と思われ, 新

食樹となる可能性も十分に考えられるので, 今後も調査

を続行する。

4.   カェデヒゲナガコバネカミキリ

Mo1orchus tshiha;ra i OHBAYASH I
l , 高知県梶ヶ森, 30. iv.1972, 小笠原隆採集

カェデの花上より得られたが, 四国ではかなり稀な種

と思われる。

5. ヒ トオビチビカ ミキリ

Sy)ra unif asciata FUJIMURA
1 , 高知県工石山, 17. vi. l972, 小笠原隆採集

枯づるのビー ティングで得られた。

、, l

左上 : ヒゲジロホソコノ'ネカミキリ
右上 : トガリパホソコ ,、ネカミキリ
左下 : 力エデヒゲナガコ・、ネカミキリ
右下 : ヒ トオビチビカミキリ

以上5 種のカ ミキリムシにつき同定・ 御教示下さった

中山紘一氏,  また発表を勧めて下さった藤田宏氏に感謝

したい。

*(〒780 高知市西秦泉寺420-19)
**(〒780 高知市和泉町l0-29)
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奥日光大沢で力ラフ トホソコバネ力 ミキリ
を採集

下村 徹

1971年7 月IS日, 排馬県奥日光大沢の貯木場 (ここの
材は仁加又沢などから伐採されてきたもの) で針葉樹の
材上に止まっていた力ラフトホソコバネカミキり iNecy-

aflS Sec 11nensl MATSUMURA et TA MANUK I
1 を採集したので報告する。

採集した当時はまったくォォホソコバネカミキリの

、 と思い込んでいたが, 月刊む

たしたい。

し19号誌上に鈴木和利氏によ
り南アルプス二事f小屋で採集
されたカ ラフ トホソコバネカ

ミキリが発表されて, 者の

採集品に疑間を持ち, 郷遠氏

に見ていただいたところ, カ

ラフ トホソコバネカ ミキリに
1 -

1  間連いないということになっ
た。 そしてまた, 南アルプス

産の標本と比較する機会を作

ってもらい, その結果, 前胸

背や上翅の形状, 脚の色など

から確かにカラフトホソコバ

ネカ ミキリ と同定された。

. この報告にあたり, 標本写

真, 同定など全面的に御指導

していただいた郷速氏, また

貴重な標本を見せていただい
た鈴木和利氏に心から深 い

(〒140 品川区大井3-1-1-)

秋田!果でツシマムナクポカミキリを採集
斎藤 秀秋

ツ シマ ムナ ク ポカ ミ キリ Cephalaltts urn'color GA-
HAN は南方系の で,  これまでは東北地方からの記録

を見ていない。 筆者は秋田県田沢湖にて本種を採集した

のでここに記録する。

1 ex., 秋田県田沢湖駅, 17. v-n.1971, 斎藤秀秋採集

駅構内の貯木場の針葉樹の要側についていたもので,
他にサビカ ミキリ 9exs. を採集。

なお, 未発表ながら, 本種は東北地方からは他に, 福

島県湯ノ花・ 靑森県下でも採集されていると間く。
(〒154  世田谷区弦巻4-2-17 く るみ荘30号)

- 7

北海道にてコジマヒゲナガコバネカミキリ

を採集

粂 久仁雄

1972年6 月24 日, 北海適札幌市

舞付近のコ' トウヅル花上に飛来

したコジマヒゲナガコバネカミキ

リ Mofo rc/1l‘s c,'i'ma i M ATsU-
s HI T A  1 を採集した。  従来,
本種の北海道における記録はなか
ったと思われるのでここに報告さ

せていただく。

なお, 本花上では本極の他にサ

ドチビア イ ' ' ・ マツシタ ト ラ ・

カ ェデノ ヘリグロハナ ・ ク '1::' サワ

ヘリグロハナ・ モモプトハナなど

のカ ミキリがi来集された。 サドチ
ビアメイロカ ミキリは花上よりも

むしろコ' トウヅル -上を ﾚl l徊して
いる個体の方が多いよ うである。

(〒165 中野区江古田2-1-2)

北海道におけ3 ナカパヤシモモプ トカミキリ

の採集例

JI二 正* ・ 生島 典明** ・ 下村 徹** *

ナカバヤシモモプトカミキ J Letoptts gttttatus BA-
TES は北海道から九州まで分布しているが,  '産者らの
知る限りでは, 神?・?川In横lf'南部の六国峠付近を除いて
はあまり多いものではないと思われる。 者らは北海道

定山漢と十勝支fl幌加から
本種を採集したので報告す

るo
1 6 , 十勝支庁三股盆地

幌加, 24~28. v-n. l972, 下

村微採集 (写真)
貯木場でトドマツ? の材

上より多数採集したヒゲナ

ガモモブトカミキリの中に

入っていたもので, この個

体は横浜市六国峠産のもの

と比較するとかなり黒化し

ているo
2 , 札幌市定山漢,

24. vi. 1972, 安井正 ・ 生島

典明採集
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無意根山の薄別登山口からの林道の主にトドマツ・ ダ

ケカンノ、の伐採地 (標高約 t150m) で, ト ドマツの伐採

木上より採集した。今回のS月下1,1の記録は, 時期的に

も面白いと思われる。

*(〒C()5 札幌市北:26条西6 丁日)
**( 〒0(15  札幌市北、3条束15丁目)

** *(〒1.10 品川区大并3-1-1, )

奧多庫でトワダムモンメダカカミキリを採集
森 祐 :113

束京都下奥多序においてコ

ナラのそだをビー ティングし

た と こ ろ, トワダムモ ン

ダカカ ミキリ Stenhomalus

1ighti GRESSITT を得たの
で報告する。

1 ex., 都下西多 郡奥多

町ltli谷,  3 . v .1973, 森祐二

i ll 採集

なお, 奥多庫における本種

の採集例としては,  日原付近

での未発表の採集例が1 ,  2
例あると聞く。

( 〒166  杉並区高円寺南

5-8-7)

秋期ピー ティングによる力ミキリ 2 種

藤田 宏

19-2年10月10日, 山梨県大書確へノ プ ドウの枯づるな

どを求めて登山した際, ついでに行なったビー ティング

にて次の極のカミキリを採集したので報生する。当日の

朝は吐く息も白くなる寒さであった。

1. ナカジロサビカ ミキリ

Pie''ofop1tia Jugosa (BATES)
1 ex., 山梨県大書能 塩付近, 1(,. x.19-2
そだをビー ティングして得た。

' ' . カスリチビカミキリ (シロオと イカミキリ)
M os.、ll,ra f l‘sco fagi'a'a BREU ' 1N G

1 ex., 山製県大11簡77 ノ在付近. 1111. x. l°「 ')
モミの抽枝より。 6 月下合閧ﾉ同行者が ii、集した際はま
だ,i、い結集のたくさんついた新しい結t1 より採集されて

いたが, 今同は枯葉の残っていない比械的古い結技よ り

得られた。 ビー ティングネットの上に名,ちるとすく-.歩き

だし,  なかなか活発であった。

( 〒110 合東区台東2- ')9-6)

山梨県大害藤における

ヒゲナガヒ メルリカ ミキリの記録

高桑 正敏

ヒケ'ナ力' ヒ ルリ カ ミ キ リ P,-ao1,a ・,' f ,-1'n l' e s BA-

TESは比事?的南方系の種で, 関束開辺においては高尾山

と天城ll l より記録があり.  またf、-発表ながら1Jf総、 ｽ島1,'
溝山にも産すると聞くが,  これまでll l 製県下での採集例
を知らない。 者は森下和彦氏の採集漂本中から大部Ill
産の本和lを見い出したが, 同it-の依頼により 'f者が代わ
って発表しておく。

1 , 山製県束山・ i郡田野 ~I t測 t塩間 13. vii i9() ,
: 下和彦採集所有

森下氏によると,  この個体は1確木集上に静止していた
ということである。

( 〒236  統 if Il l金沢区六浦町35‘7)

屋久島における力ミキリ 2 題

i西)l;  案理

19'‘2年一 月14 日, 鹿児島tJ'
屋久島の栗生 (大川林道) に

おいて採集を行なった際に,
次の2 種を採集したので報告

しておく .
1. オニホソコパネカ ミキリ

・Vecyda is gl'gantea
KANO 「' (写真)

2. ケブカ ト ラカ ミキリ

Hirticlytus c・omosus
M ATSUSH ITA 1

なお, オニホソコバネカ ミ

キリは, 屋ク、島においては和

田潤 (19 2, 月1:11むし10号,
p35) による l に次く'記録
と思われ, やはり本州産の個

体と比械する と小型 (体長20 mm, 2:2 mm ) で幾分.'Il 化

し,  また前?g背の点刻ははるかに1?tいなどの :t異があ・
る .

(〒l 制l馬l ・関町 1-125
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1972年もまた, その採集者人口では虫屋国会野党第1
i ;t ? ともなった力ミキリ界にとって激動の年であった
わけで,  とりわけ年ごとに目立つてくるヤングパワーに

はすさまじいものがあった。 これら若手の中には冬でも
シーズン中であるかのごとく ヵミキリムシの顔みたさで

( もちろんその多くは幼虫の顔なのであるが一- ) 山野

に出没する者も少なくなく, 神奈川県川崎付近の輪入材

からクロポシスキカミキリが多数採集されるといった一

幕も彼らのクレーシーパワーが生んだ所産であったと言
えよ うo

0春は年中行事から
本格的シーズンの到来は, 新緑の中でカェデの花を叩
いたl瞬間に初めて感ずるものであるが一 - ここ束京都下

の高尾山ではなせかそのような姿はあまり見られず, 多
くの人が満開のカェデの木の下でネットを手にじっと座

りこんでいる。春の年中行事の最たるもので,  「高尾ヒ

ラヤマ決戦」 とか呼ばれている代物なのである。 毎年20
~30人ものカミキリ屋がひしめくこのケーブルカー脇の
わずかな面横の土手は,  4 月中旬より5 月初めの頃まで
赤い小さな虫を巡っての数々 の悲喜劇を生み出す舞台と

化し, この土手一帯を飛んだ虫は皆白いネットの洗礼を

受けることとなる。中には (ヤケクソか?) 毒ピンの中
にヒラヤマ以外の赤い虫は全部入っていたような御仁も

いたとか。 こう大勢で押し寄せてみても, l・りの電車資
を喜んで払える光栄を'◆;l;受できる人は1 日1 人いるかい

ヒ ラヤマ求めて がるカ ミキリ屋

1
、

・、
、

i

_i ' - - -
-

、

、、、一 -
-

-  - -         一二
_  - 1 、 -

、 - -

し
ないかといった調子で, 結局, 昨年採集されたヒラヤマ

コブハナは当地で1 9 の他, 同じ束京都下の奥多
摩川井で1 (小田基一広氏), 京都府芦生で1 (中村
俊彦氏), 兵庫県氷ノ山で1 (同県初記録, 畑中熙氏)
といったところ。 一採集地集中化が間題となっている

昨今ではあるが, 一面,  この「野外サロン」のごとき楽
しいムー ドはなかなか捨てがたい味がある。

ヒラヤマ以外の春の行事をすこし pick up してみよ
う。 まずモンクロベ二は当たり年だったようだ。 和歌山

県御坊亀山では相当多数(1968年以来), また, 岡山県で

も久々 に美袋宇山・ 広瀬 足山などで割と得られたが,
和歌山県ではほとんどがクースギなどの切株や薪上に見ら
れたのに対し, 岡山県では切株に生えたひこばえの葉上

に止まっていたものが大部分だった。

モンクロベ一と並び, 関西には「春日エゾトラ決戦」

という行事も存在するらしい。 こちらも今年は好調で6
頭ほど得られたのだが, 例によって 「京都イモイモカル

テット」 および 「大阪イモイモカルテット」 のメンバー

諾氏のネットにはかすりもしなかったという (杉野広一
氏談)。
長野県上伊那郡の戸台付近では,  コナシなどの花上で

クロツヤヒケ'ナカ- コバネ数頭 (同時に今までウスグロヒ
ゲナガコパネとされていた別種も10数頭得られた) ・ カ
エデノヘリ グロハナ ・ シラホシヒケ'ナガコバネ ・ トゥキ

g -

今村住英氏

ョウトラなどの他, フタス

ジカタビロハナも多数採集

されるなど (5 月中旬) な

かなか多彩な顔ぶれが見ら

れた。

また, 学生勢にとっては

すでにシーズン開幕前, 恒

例の春の奄美があったわけ

で, こちらの方もコバルト

ヒゲナガコパネ6 頭という
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豊作ぶりを筆頭に, キンケチャイロ 1 (初記録, 大和

浜, 今村佳英氏) ・ ニイタカハナ 2 1 (湯湾岳・
八津野)  ・ アラカワシロヘリトラ2頭の他, アマミアカ

ハネハナ・ アマミリンコ'は多数採集されるなど, 盛況だ

ったもよう。

0 6 月の学生勢・ 社会人勢

ヒラヤマ以後は少しの間おとなしかった関東の若手連

も ,  6 月の声を間く と, またも集中癖をもつ が福島県

南会津へと向かう。 数週間も新田原のお堂に泊まり込み

速合赤軍とまちがえられたおかげで地元警察まで呼びこ

んだという清野隆氏 (蛇足だがその後, 北海道でも変な

小屋に泊まってまちがえられたのだ ! ) を始めとした若

手連の猛攻にあっては, かっての秘境ムードもどこへや

ら。 今まで当地より紹介された珍品はほとんど多数採集

された以外に, 湯ノ花ではョコヤマトラ 1 ex. ・ トウキョ

ウ ト ラ 4 exs. ・ マダラ ゴマフ 1 1 (当地2 ・ 3頭日
の記録) や, 未確認ではあるが, ムモンベ二も2 exs得
られたと間く。

精枝岐方面も種類数・ 個体数共に劣らず多く ,  ミズキ

の花や薪で, フタスジカタピロハナ l ex ・エゾトラ 1 ex.
(共に当地2頭目) ・ トウキョウトラ2exs. ・ カェデノヘ

リグロハナ・ ミヤマルリハナ・ タカオメダカ ・ トホシな

どが採集され, 部落内のスギ・ マツ類の混じったケンタ

材にはシラホシヒケ' ナガコバネの這い回る魅力的な姿も
多く見られた。 また, エゾトケ'ムネもォヒョウの枯枝に
集まる習性が判り, 比較的多数が採集されるなど (湯ノ
花温泉付近), 例年以上の成果があった。

一方, 社会人勢もようやく息を吹きかえし ?6 月25日
7 月2 日の両日には静岡県安倍由P-へ蘭間 一 ・ 露木繁

雄・ 木村欣二・ 松本忠之・ 高桑正敏氏らが れた。目的

はヤマトヒメハナだったそうだが, 採集されたのはフジ

ヒメハナ ( 5 1 ) で, 富士山以外で本種が採集さ

れたのは今回が初めて, 同時に得られたへリグロホソハ

ナ (木村氏) の記録も面白く, 本州では富士山・ 天城山

紀伊半島に次く' ものであろう。

☆なお, 今年静岡県下で採集された下記の種も記録とし
て興味深いもの.
フタスジカタビロハナ(富士山, 小宮次郎氏), クビ
アカハナ・ タカオメダ力・ ヤマトシロオビトラ (以上
寸又 , 松本忠之氏),  ミヤマルリハナ・ カェデヒケ'
ナガコパネ・ 力ラフトヒケ'ナガ (本種のみ'71年) ・ キ
ポシチビ (以上静岡市洞度院など, 出口可能氏)

0島l典 の大戦呆より( 1 )
一伊豆諸島・ 対馬・ 下額島一

地元に多くのカミキリ屋を控えていながらも伊豆諾島

左 : 高桑正敏氏 右 : 酒井 ii氏

は交通の便が悪いためか?はたまた, 食指をそそる珍品
のいなかったためか? 訪れる人も稀だったのだが,  ここ

数年, 有志達によりかなりヵミキリ相も解明され出し

た。特に今年は神津島・ 御蔵島での成果が大きく, 従来

ほとんど資科のなかった神津島へは7 月1 日~ 3 日, 高

桑正敏・ 酒井香氏が訪れ, ノコギリ・ サビ* ・ ビロウド

( ミクラビロウドとの中間型?) ・ トゲパ* ・ Rhodopina
sp. ・ タイワンメダカ*など計23種を採集(*印は伊豆諾島
初記録)。 また, 「秘境」 と呼ばれている御蔵島では酒井

香氏 (7 月6 日~13日)  ・ 斉藤秀生氏 (7 月31 日~ 8 月

4 日) により, 伊豆諸島初記録のコバネ1 (subsp.
insular is と思われる個体) を始め, アラカワシロヘリ

トラ ・ ミクラチビ・ オオキハネナシサビ・ イズニセビロ

ウド・ クモノスモンサビ・ Rhodopina sp. はいずれも

多く, ベーツヒラタ (3 1 ) ・ トカラヤハズ・ ミ

クラビロウ ド・ ドイなども採集され, 大戦果をあげたが

ハネナシチビだけは依然どの島からも得られていないよ

うだった。

対馬も今年は収獲が多く, べニバハナ1 (対馬2 頭

目, 足立一夫氏) ・ ムネホシシロ l 1 ・ オ オ シ ロ 5

exs. (共に酒井香氏) 以外にミスジヒメハナ・ べ一 ツヤ

サ・ スネケブカヒロコパネ・ ヨスジアオなどは多数採集

されたが, 何といっても興味深いのは初記録の 0brium
sp. とャマトチビコバネで, 前者はサドチビアメイロに

極似した日本未記録種で宮原道則氏による(13exs. 比田
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宮原道則氏

勝)。 後者は一見すると前

胸などが本州産の個体と異

なったような感 じを受け

る。  足立一夫氏によ り 5
exs. 採集された。

九州のカミキリ屋諸氏に

も下飯島は未開の地であっ

たようだが,  5 月上~中旬
宮原道則・ 入江平吉氏の調

査により興味深い種が得ら



ふじたひろし : 1972年ヵミキリ界の総括

れ, おおいに注日を浴びた。 ~、リウスハナ・ ミヤマクロ

ハナ・ タケウチヒゲナガコバネ・ コジマヒケ'ナガコバネ
ズマルトラ・ Pseudale sp. (新種) ・ シロスジドウポ

ソといったものがそれだが, 他に, たとえば触角の節だ

け白いが, 体型その他はニンフハナ? とか, 一見マルオ

カホソハナ? 風のホソハナとかおかしなものも得られ,
今後の調査が期待される。

0島峡の大戦果よ り (2 )一琉球列島
ここ最近, 力ミキリ屋の南の島々 に対する憧れは大変

なもので,  ブームとも言うべき人気を呼んでいるが, か

つての本命屋久・ 奄美は全盛期を越えたのか陰が薄くな

り始め, 代って今年の焦点となったのは沖縄本島・ 石垣

島方面だった。

トゲウスバ2 exs. (安房, 杉野広一氏他) ・ コプバネコ'
マ フ 1 ・ Rhodoptna sp. (マルバネコプヒケ、に似た新
種, 以上白谷, 那須敏氏) ・ オニホソコバネ2 ・ ケ

プカトラ 1 ex. (以上栗生, 酒井案理氏) ・ ヤクシマヨツ
スジハナ l 1 (宮之浦, 長尾悟氏) -一が屋久の主
だったところと言える。初記録のリaウキュウチビコパ
ネは尾之間と栗生で計5 頭得られたが, 美産のものと

は若干異なり, ヤマトチビコバネとの関連性を知る手が

かりとなるかもしれない。九州本土における本属の発見

が期待されよう。 なお, ヤクシマホソコバネは零敗だっ

たことも付記しよう。

奄美は例年と大差なく, タブの切株などの材中 (かな
り固い部分) からァマミニセクワガタが多数得られたこ

と(八津野), アマミトケ'ウスバが6 ~ 7 頭八津野・ 湯湾

でブタンガス燈に飛来したことの他はこれといった一ユ

ースはなかったが (アマミホソコバネは1 頭のみ), 隣

りの徳之島では杉野広一氏がァマミモンキを始めとして

Nortia sp,, アマミトピイロ,  リュウキュウチビコバネ
キュウシュウチビトラ ・ カノ コサビ・ アマミビロウド

ァマミハリムネモモプトなどの初記録を出すという快

挙をなし, また, 高桑正敏氏も1 月同島より持ち帰った

タブの立枯れ材よりゥスグロホソバネl2 6 等を

羽化させている。

沖縄本島では原記故以来 (1959年) 記録の絶えていた

リュウキュウモウセンハナが2 採集され (入江平吉
氏), イシガキチビトラのごとき珍品も数頭 (初記録),
アマミモンキ1 ex. (初記録) などの大物が, また, 少な
かったォモロビロウ ド ・ オキナワフ ト ・ ムモ ンツヤァラ

ゲサビも多数採集された。

採集者のほとんど寄り付かない宮古島にも入江氏は訪

れ( 5 月下旬), ミヤコ リンコ' 8exs. ・ タイ ワンメ ダカ l

ex. ・ サキシマウスアヤ相当多数などを採集している。

石垣島は一番の焦点だった。 沖繩本島以南のカ ミキリ

にはまだなじみの薄い人も多いことと思うが, 実に大変

な成果であった。 かっての珍品も軒並みの下落ぶりで,
そのいきおいは2 ~ 3 年前の屋久・ 奄美のそれ以上の追
力があったとか。 まずはコジマクロオビヒメ ・ ハツタア

メ イ ロ ・ リ ュウキュウヒメ アメ イロ ・ ヒロオビオオゴマ

フ ・ アナバネヒケ'ナガ・ イシガキフト (旧シロオビビロ
ウド) ・ イシガキクワなどがメタメタ多数,  イシガキト
ゲウスパ ・ フ ト ヒケ'ウスバ ・ ムネスジウスバ ・ サキシマ

トケ'ヒ ゲトラ (やはり ohbayashii SAMUELSON が本
種と混生しているようだ) ・ イシガキトガリバサビも少

なくなかったというからその程度もしれよう。原記載以

来採集されていなかったというォキナワコ'マ7 ya.ye.ya-
ma i も相当多数採集されたし, イシ力'キコ'マフによく
似るが, 触角の第5 節基半に白色毛を持ち, 前胸に 2 つ

の隆起のある Mesosa sp.  も多かった (6~7 年前よ
り得られていたものだが, あまり知られていないような

ので記しておく )。 その他にもャェヤマホソバネ・ オガ

サワラチャイロ・ フタツメイェ ・ コケ'チャフタモンヒゲ
ナガ ・ オキナワサビ ・ ヒ ゲナガヒメ ル リ ・ G ten ea sp .

(スジシロに似る ? ) - 一など枚挙にいとまのないほど

だ。

0本州に日本未記録のネキがいた! !
これぞ 「燈台下暗し」

のきわめつけと言わねば

なるまい。南アルプス二

軒小屋(東俣) の標高1900
m地点で, 集木場のトウ

ヒ表弱木に飛来したネキ
はカラフ トホ ソ コ バ ネ

Necydahs s a c ah nen-
sis M ATSUMURA e t

TAMANUKI そのものだ

ったのだ l  ( 8月5 日,
鈴木和利氏)
思えば, 1969年のアマ
ミホソコパネに始まって

1970年のヤクシマホソコ
バネとゥスリーホソコパ

ネ, 1971年のアイースホソ
コパネと , ここ 4 年間と

いうもの毎年ネキの新種

や日本未記録種が出てい

るわけで, さらに本州産

のネキ5 種が珍品からファ

ー l i -

南アルプス東優産
カラフ トホソコパネ

ミ リアなものとなっていった
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いきさっといい, ネキに関する進境ぶりは異常なほどで

ネキの魅力と人気が驚異を生んでいるとでもいうべき

か。今年のカラフトホソコバネが特にカミキリ屋を驚嘆

せしめたのは, いうまでもなく , 昔からカミキリ屋のメ

ッカであった二軒小屋で一 - という点で, 誰にもまった

く予想できなかったことだった。 しかも, 本種はこの1
の後, まるでカミキリ屋をあざけるがごとく, やはり

大メッカである要日光大沢の時木場で1 6 得られていた

ことが判明し( l971年7 月下旬, 下村微氏), さらに1972
年も他に上高地で嫌屋が1  採集していたとか
は特にまぎらわしいものであるので, カミキリ屋諾

兄には標本箱のネキ再点検を望みたい。 これで日本産の

ネキはッヤホソコバネがホソコバネの黒化型となった

今, 計11種となった。
から

0北海道は 「空ネキ」 だった
昨年, アイ ホソコバネetc.のネキが採集されたこと
は, 今年の北海道に老若多数のカミキリ屋を呼びこむ原

動力となったようだが, 月「-心のネキの方はさっばりとい
てい

う体たらくで, 「大山a島動 1 匹」 ならぬ 「ネキ0匹」と
でもいうべきにピッタリの有様だった。

その代わりの? 特記すべきことには, 大珍品であった

エトロフハナが知床岩尾別付近のハマポウフウ・ ノリウ

ツギ・ ウド科植物の花上, 流木などで相当多数採集され

たこと (車間麼一 ・ 索良一 ・ 小宮次郎氏らによる), ム

ネモンチャイロトラが少ないながら同地や足寄付近で採

集されたことがあげられよう。

も特記に価しよう (平田信
夫・ 青野孝昭・ 那須敏・ 分

島微人氏らによる)。 また,
同じ頃辻啓介氏は隣りの兵

庫県氷ノ山から持ち帰った

サワフタギ ?より, キバネ

アラケ'に非常によく似てい
るのだが前胸が黒くないと

いうおかしなもの ? を7
exs. 羽化させたのだった。 i上 啓介氏

その他, 要知県で湯沢宣久・ 井野川重則氏により中部

地方初記録のヤマトチビコパネ (定光寺) やキュウシュ
ウチビトラ (坐田市渡投山) など。

愛媛県では松山市杉立でトゲウスバが少ないながら得

られ, 徳島県剣山ではヒゲジロホソコバネも1 採れた

(松村英一氏)。
水沼哲郎民は台湾にてネキ3 種 (2 種は新種) を始

め, 画期的な大戦果をあげられたそうで詳細の発表が待
たれる。

* * * *

末尾ながら, 文中の似顔絵カットを書いて下さった木

村欣二氏に惑謝いたします。

( 〒110  東京都台東区台東2-29-6)

0その他の話題一ー
カラフトホソコバネ以外にも, 本州では大きな成果が

あがっていた。 たとえば長野県下では, 珍品 No.1 のア

カムネハナ1 ex. (7 月上旬, ・温泉付近)を始め,  クロ

サワヒメコパネ l (7 月, 姫川谷中土) ・ ミドリヒメス
ギ2 (7 月下旬, 南アルプス) といったいずれもま

だ両手の指で記録を数えるほどしか採れていないウルト

ラ珍品が採れてしまったし, クロサワヘリグロハナ1 ex.
(7 月上flj, 上伊那横川峡一一昨年も同地で :2 exs. 得ら

れている) も本州では相当稀なものだ。 なぜか,  9 月下

句にいきな リ活動を再開した早川広文氏ら松本むしの会

の面々は, 科学的に分析したビー ティング法 ? でタニグ

チコブヤハズ・ フジコブヤ 、ズ・ コブヤハズ・ セダカコ

ブヤハズ (要知県境茶日山・ 売木) を比較的多数採集,
マヤサンコブヤハズにいたっては数100頭というから恐
しいo
岡山県新見市井倉では7 月上旬, ヤマグワ枯技のビー

ティングにて多数のキバネァラゲが採集されたが, これ
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甲虫サロン (束京) へのお誘し

甲111、愛好者が毎週集まっ
て甲虫談議に花を咲かせて

います。速方の方々 も, 東

京方面へおいでになる機会

がありましたら, ぜひとも

御都合をつけて出席される

ようおすすめします。 きっ

と楽しい雰囲気が気に入ら

れることと思います。

場所 : 喫茶店「加 (かが)」
(Tel. 03-841-4878)

(国鉄上野駅浅草口より5
分)
日時 : 毎週木曜日夜7 ~11

時

(ただし, 条日は休み)



編 集 後 記

0ELYTRAは今後どのよ うに育っていくか.
採集記録主体という従来の同好会誌的パターン
にとどまるか, それとも全国の甲虫愛好者を育て
る登電門となりうるか, はたまた活版という利を
いかして日本の甲虫界の中で文献として重要な位

置を占めうるか. ひとえにそれは会員各位の態度

と努力にかかっている.
省みるに, 昆虫界の中での甲虫部門は, 他と比

べてその記録発表という面においても大幅に遅れ
ている. それは, カミキリやオサムシを除けt i地
味な存在のものばかりという意味あぃのせいもぁ
ろうが, 記録発表の機会に恵まれていなかったと

する方が当を得ている. 愛好者の少ない甲虫部門
だと,  ともすれば専門家の独壇場となってアマチ

ュアの活躍する余地は少ないし, 蝶が主体となら

ざるを得ない雑誌に地味な甲虫の分布記録などめ

ったに るものではなぃ. 一方, 既存の学会誌は

原記破の掲破に追われ, 分布記録は “うめくさ”

的地位でしかない. 11_からここでもアマチュアの
関与する余地は恵まれない.
我々 はアマチュアも;破極的に参加できる甲虫専
門誌, ELYTRAを世に出した. 甲虫の記録を発
表する機会はここにある. おおいに勉強され,  ど

しどし発表されるよう期待する.
そういつた中での ELYTRA 第1 号,  これは

不満であるが,  しかし最初はこれで良いと思う.
まず何よりも大事なのは, 将来を見越した上で何
はともあれ会誌を作成することにあり, それを発
展させていくのは今後の努力だからである. 内容
を見ても関東の同好者によるものがほとんどであ
り, またカミキリがその大半以上を占めている.
これが大幅な頁数の增大とともに, 全国の同好者
からの記事で埋まり, カミキリ以外の甲虫部門の

投稿も活発になれば, もくろみの第一段階は成功
したと言えよう. まずは第一段階を越えねばなら
ない.

O短報欄のタイトル名を募集 /'
本誌5 頁を見てほしぃ.  8 頁にかけては短編の
記録がまとめられているが,  これらグループには

タイトル名が与えられていない. タイトル名がな
くとも別におかしくはないが, やはり名なしのゴ
ンベ工では少々 ものさびしいということで, 編集
子一同がないチェまでしぼって考えあく'ねた末,
皆さんのアイデアに期待することで落着いた. 何
とかして “虫ペン” に劣らぬ名をっけようではな

いか.  よろしくお願いしたい.
締切は来年1 月末, 会事務局または編集子まで.

0最後にふたことみこと
甲虫専門の会を作ろう,  と騒ぎ;;l二 してから1 年
近くも経過してしまい, 甲-くからこの会へと原稿
を書いて下さった人たち,  また会設立について御
教示下さった方には心からおii  びを中さねばなら
ない. 来年からはELYTRA の年3 回発行とい

うスタイルを何とかして確立し, 会員の皆さんに
も安心してもらおうと考えている.
た'_ し, それには皆さんからの投稿のいかんが
かかってくる. 投稿原稿がどんどん舞い込んでき
て,  とても会費内では全部を載せきれなぃ,  とい
うもったいないほどありがたい気分にならせてほ
しい.
表紙要の投稿規定を参照のうえ, 会事務局まで
原稿をお寄せ下さい.
また, 会員数が多くなれはそれ,iけ ELYTRA
の頁数を增やすことができる. 皆さんのお知りあ

いの同好者の中で, まだ日本翅目学会のことを

知らない人もたくさんいることと思う. 折りにふ
れぜひとも入会を勧めて下さることをお願いした

い

(高桑正敏 記)
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r,間暖一 (KUsAMA, K ) :  Necydalis属の研究史 (I) (Historical Review
of Necydalis (Cerambicidae) (I))

高桑正敏・ 畑山武一郎 : 屋久島産ホシハナノ ミ属の未記録種について

秋山黄m一 :  北海道苫小牧におけるェゾアオタマ シの採集

藤田 宏 : マダラクワガタの採集例と食樹に関する一知見

小笠原隆 : 四国におけるマメ クワガタの記録

小笠原隆・ 松村英一 : 四国のカミキリ5 種

下村 徹: 奥日光大沢でカラフトホソコバネカミキリを採集

斉藤秀明: 秋田県でッシマムナクポカミキリを採集

条久仁雄 : 北海道にてコジマヒゲナガコバネカ ミキリを採集

安井正・ 生島典明・ 下村 : 北海道におけるナカバヤシモモブトカ ミキリの採集例

森祐二郎

藤田 宏

高桑正敏

酒井案理

奥多摩でトワダムモンメダカカミキリを採集

秋期ビー ティングによるカミキリ2 種

山梨県大菩藤におけるヒゲナガヒメルリカ ミキリの記録

屋久島におけるカミキリ2 題

ふじたひろし: 1972年カミキリ界の総括
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